第３学年○組　道徳学習指導案
平成２３年１１月２日（水）第５時限
指導者　○　○　○　○　　
１　主題名　みんな友だち　２－（３）友情・信頼、助け合い

２　資料名　卓球は四人まで　（出典　文部科学省　小学校道徳　読み物資料集）

３　主題設定の理由

　（１）　ねらいとする価値について

　　　　　中学年になると、自分と気の合う友達だけで仲間を作って楽しもうとする傾向があると言わ
れている。しかし、自分と価値観が同じという理由だけで友達を選び、固定化した仲間集団と
だけ過ごしていては、学級集団内での交流が十分図られているとはいえない。この時期に、友
達について、それぞれの立場に立って考えることは、真の友情を育んだり、より広い友達関係
をもったりするために重要なことである。
　（２）　児童の実態について（男子１７名、女子２０名　計３７名）

　　　　　休み時間に、本学級の児童が遊ぶ様子を見ると、友達とサッカーをしたり、鬼ごっこをした
りしている。また、教室で絵を描いて楽しんでいるグループもある。異性を強く意識した様子

はなく、男女混じって遊ぶこともあるが、一緒に遊ぶグループの顔ぶれは、ほぼ決まっている。
また、休み時間後、「鬼ごっこに、ぼくを入れてくれなかった。」「サッカーで、６人対６人だ
からもう入れないよ、と言われた。」など、友達の輪に入れてもらえなかったことを訴えに来
る児童もいた。それは、できあがっている仲間意識に執着したり、遊びといえども、勝敗にこ
だわり過ぎて、チーム間の人数差を認めることができなかったりするなど、集団で遊んでいな
がらも、自分本位の気持ちが優先されている結果だといえる。

今までも、より良い友達関係について指導を行ってきたが、それについて深く考えさせることはなかった。そこで本時の授業を通して、友達を思いやり、誰とでも仲良くすることの大切さに気付かせ、認め合ったり、助け合ったりする心情を育てていきたい。

　（３）　資料について

　　　　　本資料は、気の合う者同士で仲良しになる傾向がある中学年の児童が、クラスの仲間を傷付
けてしまったことを反省し、新たな友達関係を築こうとする内容である。
　同じような場面は日常生活の中にも数多くあり、児童にとっては、共感しながら自らの生活

を振り返ることができる資料であると考える。主人公「しゅん」の気持ちと行動の変化を考え
ることを通して、自分の友情に対する考え方について内省させたい。そして、心から友達のこ
とを考え、よりよい友達関係を構築していこうとする心情を育てたい。

　このことは、本校の中学年の目指す子供像の「身近な集団の中で、思いやりの心をもって、

仲間を大切にすることができる。」に迫るものである。

４　本時のねらい

　　　友達を思いやり、誰とでも仲良くしようとする心情を育てる。
５　準備

　　（教）資料、場面絵、短冊、ワークシート
６　本時の展開

	
	学　習　活　動
	主な発問と予想される子供の反応
	指導上の留意点

	導

入
７
分
	１　遊びの輪に入れてもらえ
なかったことについて考え
る。
	△　１学期に、「仲良し放課」のときサッカーをしていたところへ入れてもらおうとしたら、人数がいっぱいだから駄目って断られた子がいたのですが、みんなはどう思いますか？
・　かわいそう。

・　かわいそうだけど、仕方ない。

・　遊びなんだから、入れてあげれ

ばいいのに・・・。
	○　遊びの輪に入れてあげないことや入れてもらえないことについてふだんどう思っているかをつかむための発問なので、誰
のことなのか分かっても口に出さないように伝える。

	展

開
28
分
	２　資料を読み、主人公の気

持ちや行動について考え、話し合う。
　⑴　仲のいい友達３人を卓球に誘ったときのしゅんは、
　　どんな気持ちだったか考える。
⑵　しゅんが、一緒に遊びた
いと声をかけてきたとおるの願いを断ったのは、どんな気持ちからだったかを考える。
⑶　しゅんの『何とも言えない』気持ちについて考える。
　・　しゅんの『何とも言え

ない気持ち』とはどんな

気持ちかをワークシート

に書く。

　・　自分の考えを発表した

り、友達の意見を聞いた

りする。
⑷　４人で卓球をしたのに、あまり楽しくなかったのはなぜかを考える。

・　ワークシートに考えた

　　ことを書く。

　・　自分の考えを発表した

り、友達の意見を聞いた

りする。
⑸　この後、４人はとおるに
　対してどうしたか、予想する。

⑹　話の結末を聞く。
	△　「ねえ、今日、スポーツセンターに行かないか。卓球コーナーの予約
　が取れたんだ。」と言って友達を誘ったしゅんは、どんな気持ちだったでしょう。
　・　仲良しの友達と遊びたい。

　・　人気のある所で、一緒に遊べる

といいな。

△　しゅんは、どうして「だめだめ。
　だってダブルスの試合をやるから、４人でないとだめなんだ。時間は１時間半と決まっているんだ。だから、

　４人まで。」と言ったのでしょうか。

　　・　５人だと、１人、卓球ができな

いときがある。

　・　とおるのことは、考えてなかっ

た。

△　とおるに「卓球は四人までなんだろ。」と言われ、しゅんは『何とも言えない気持ちになった』とありますが、『何とも言えない気持ち』とは、どんな気持ちでしょうか。

　・　とおるは、何で断ったんだろう。

　・　せっかく来てもいいよって言っ

たのに・・・。

　　・　さっき、とおるにきつく言い過

ぎたかな。

・　とおるは、まだ怒っているのか

な。
　　・　４人で遊ぶことにこだわり過ぎ

た。
　・　とおるは、随分傷付いたのだろ
う。
▲　最初の予定通り、４人で卓球がで

きたのに、なぜ『あまり楽しくなか
った』のでしょうか。

　・　今日、とおるくんにひどいこと

を言っちゃった。どうしよう、と
思っていたから。

　・　３人の友達も、とおるのことを

　　　気にしていて、一緒に卓球をして

い　　　いても元気がなかったから。
　・　一緒に遊びたがっていた友達を
　　断ってはいけなかったと思ってい

た。
△　この後、４人はとおるにどうした

でしょうか。

　・　もう一回、４人であやまりに行

く。

・　とおるも友達だ。これからは、一緒に仲良くしていこうという気持ちを４人そろって伝える。
	○　教師が、資料を読　みながら、話に合わ
せて場面絵を貼る。
○　しゅんが仲良しの友達と４人で遊ぶことだけしか頭にないことと、とても楽し
みにしている気持ちなどをおさえる。
○　想定外のことに、
　友達に対して思いやりがもてていないこ

とに気付かせる。
○　とおるの言葉から
　とおるの気持ちを推し量ることで、しゅんの『何ともいえない気持ち』とは、どんな気持ちなのかを考えさせる。　
○　しゅんが反省して、
　とおるに声をかけたにもかかわらず、断られたことへの不満や、

　しゅんの気持ちがとおるに伝わらなかった無念さや、自分の言動で傷付いたとおるの気持ちを真（しん）に理解していなかったことへの反省などが瞬時に沸き起こったと考えられるので、子供たちに多様な見方や考え方を促す。
○　しゅんが『何とも言えない気持ち』になった後、卓球をしながら
も、とおるを思いや
り、とおるを傷付けた言動を反省する気持ちになっていくことに気付かせる。

○　なぜそうするのか、

　理由を必ず述べさせ

る。

○　教師が、結末を読ん

　で聞かせる。

	終末
10
分

	３　誰とでも仲良くしていく

ために大切なことを考え、発表する。
　・　ワークシートに考えた
　　ことを書く。

　
・　自分の考えを発表したり、
友達の意見を聞いたりする。
・　教師の話を聞く。
	△　「卓球は四人まで」のお話や、自

分の体験などを振り返って、誰とでも仲良くしていくために大切なことを考えよう。
・　いつでも友達を仲間に入れてあ

げる。

　・　すぐにおこらないで、友達の話

　　をよく聞く。
	○　具体的に自分ならではの考えを書くように伝える。
○　思うように書くことができない子を見つけたら、助言する。
○　児童が出した意見は『友達を思いやる心、認める心』があってできることだと、教師がまとめる。

　　そして、『みんなとなかよくすることは、楽しい』気持ちになるものだと伝える。


７　本時の評価
　　・　『何とも言えない気持ち』になった後、しゅんの心情の変化を理解することができたか。
　　・　誰とでも仲良くしていくために大切なことを考えることができたか。

８　板書計画


　　　　卓球は四人まで


　遊ぶのをことわられた子を見たら・・・


　　・かわいそう


　　・かわいそうだけど、しかたない。


　ねえ、今日スポーツセンターに行かないか。


　　











　ぼくも卓球をやりたいな。なかまに入れてくれないか。


　








　卓球は四人までなんだろ。














四人だけで卓球をしているとき　


あまり楽しくなかった


　　・ひどいことを言っちゃった。どうしよう。


　　・ことわらなければよかった。


　この後、４人はとおるにどうしたか？　あやまる。


　だれとでもなかよくしていくために大切なこと


　　・いつでも友だちをなかまに入れてあげる。


　　・すぐにおこらないで、話をよく聞く。





　　みんなとなかよくすることは、　楽しい





　　　　　　　　　





友だちを


思いやる心・みとめる心





何とも言えない気持ち


・とおるはまだおこっている。








場面絵③








四人でないとだめなんだ。





・とおるのことなんて考えてない。





場面絵①





・四人で遊びたい。


・とても楽しみだ。














